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　受賞
第7回日経日本画大賞で大賞を受賞
次代の美術界を担う新進気鋭の日本画家を表彰する
第7回「東山魁夷記念 日経日本画大賞展」（主催＝日

本経済新聞社）で、88年日本画卒業・浅見貴子さんの
『桜木影向図』が大賞を受賞。紙の裏から墨で描くと
いう独自の技法によって、偶然性を伴う抽象的な画面
展開により高く評価されました。本作品の他、複数の
卒業生の作品も入選し、これら入選作品は今年5月、
東京・上野の森美術館で展示されました。

五島記念文化賞で美術新人賞を受賞
東急グループ・五島記念文化財団芸術文化財団が、
芸術の分野の発展と向上のため、有能な新人および
地域において創造的で優れた芸術活動に対し顕彰、
助成を行う「五島記念文化賞」にて、現代美術家とし
て活動する04年大学院版画修了・三田健志さんが美
術新人賞を受賞しました。

芸術選奨文部科学大臣賞「評論等」部門で受賞
美術、音楽、演劇映画など芸術11部門において優れ
た業績を挙げた、または新生面を開いた人物に対して
贈られる平成29年度（第68回）の芸術選奨文部科学
大臣賞に、共通教育・椹木野衣教授の『震美術論』（美

術出版社）が「評論等」部門で受賞しました。美術館
のあり方や作家の作品世界に批評的視点で真摯に向
き合い、揺れる大地の上で営まれるこの国の美術を再
考する刺激的な論旨が評価されました。

第2回多摩美術大学×玉川髙島屋S・C  
学生による看板掲示
玉川髙島屋S・C 主催、多摩美の学生を対象とするデ
ザインコンペ「多摩美術大学×玉川髙島屋S・C  ART 
SIGNプロジェクト」の第2弾。今回6作品の中から、
演劇舞踊デザイン学科劇場美術デザインコース4年・
成瀨柚月さん（受賞時３年）の作品『緑の射光』が受賞
しました。玉川髙島屋S・C南館外部シースルーエレ
ベーター（駅側）に7月12日まで掲示されています。

JAGDA新人賞2018を卒業生が受賞
公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会（JAG 

DA）が発行する年鑑『Graphic Design in Japan 2018』
にて、06年グラフィックデザイン卒業・福澤卓馬さん
が「JAGDA新人賞2018」を受賞しました。今後の活

躍が期待される有望なグラフィックデザイナーに授与
されるもので、今回は福澤さんの他、12年グラフィッ
クデザイン卒業・清水彩香さんを含む6名がノミネー
トされ、最終選考を経て3名が受賞しています。なお、

「JAGDA新人賞展2018」が6月26日まで、銀座のク
リエイションギャラリーG8で開催されています。

文化庁メディア芸術祭 
アート部門、マンガ部門で受賞
アート、エンターテインメント、アニメーション、マン
ガの4部門において優れた作品を顕彰するとともに、
受賞作品の鑑賞機会を提供するメディア芸術の総合
フェスティバル『文化庁メディア芸術祭』。第21回と
なる今年は、世界98の国と地域から4192点に及ぶ
作品の応募があり、09年大学院デザイン専攻情報デ
ザイン研究領域修了・やんツーさんらのコラボによる

『アバターズ』が、アート部門の1968点の応募の中か
ら優秀賞を受賞しました。さらに、マンガ部門の新人
賞に13年グラフィックデザイン卒業・久野遥子さん

（P３参照）の『甘木唯子のツノと愛』が受賞。6月13
日～24日、同受賞作品展が六本木の国立新美術館で
開催されます。

上野の森美術館大賞展で卒業生が優秀賞受賞
将来の日本の美術界を担う、個性豊かな作家を顕彰、
助成する「上野の森美術館絵画大賞」。36回目を迎え
る今年、953点の応募作品の中から12年大学院日本
画修了・小谷里奈さんの『廻る気色』が優秀賞・ニッ
ポン放送賞を受賞しました。他、複数の卒業生の作
品も入選しています。

日本タイポグラフィ年鑑で卒業生らが複数受賞
当年度の優れたタイポグラフィ・デザインの記録とし
て発行される『日本タイポグラフィ年鑑2018』（主催・

発行＝日本タイポグラフィ協会）の選考会で、本学関係
者が複数受賞しました。受賞したのはベストワーク賞
に18年統合デザイン卒業・松本柚紀さん（受賞時４
年）、情報デザイン・中野豪雄非常勤講師（2部門）、審
査委員賞に12年グラフィックデザイン卒業・直井薫
子さんです。

大黒屋現代アート公募展に卒業生が入選
栃木県那須塩原にある創業467年の老舗温泉旅館、
板室温泉大黒屋の第13回大黒屋現代アート公募展。
応募作品426点（大賞1点/入賞14点）の中から、17
年彫刻卒業・洞山舞さんの鉄作品『時まとい』が入選
し、今年3月1日～3月30日まで、同旅館にて展示さ
れました。

スパイラル主催のアートフェスで卒業生が受賞
南青山にある複合施設スパイラルが、若手作家の発
掘、育成、支援を目的に開催しているアートフェス
ティバル「SICF（スパイラル・インディペンデント・クリ

エーターズ・フェスティバル）」にて、準グランプリに、
11年大学院工芸修了・大平真梨さん、15年テキスタ

イルデザイン卒業・Mimoko Wakatsukiさん、栗栖
良依賞に07年情報デザイン卒業・しかとまいこさん
が、それぞれ受賞しました。

日本伝統工芸染織展、 
東日本伝統工芸展で卒業生らが受賞
芸術的、歴史的にも価値の高い染織工芸技術の保護、
育成と、創意ある展開を目的とする「第52回日本伝
統工芸染織展」において、87年油画卒業・大高美由
紀さんが京都新聞社賞を受賞しました。また、日本の
優れた伝統工芸の保存と発展を期し、現代の感性に
即する創造性豊かな作品を作ることを目的とする「第
58回東日本伝統工芸展」において、63年彫刻卒業・
神谷紀雄さん（陶芸）、76年彫刻卒業・松崎幸一光さ
ん（人形）、87年油画卒業・大高美由紀さん（染織）が、
入選しました。両展は、公益社団法人日本工芸会が
主催するもので、両展覧会のギャラリートークでは、
共通教育・外舘和子教授が作品解説をしました。

2017年の卒業制作が映像作品の公募展に入選
SKIPシティ 彩の国ビジュアルプラザ 映像ミュージア
ム（埼玉県川口市）が主催する、映像表現の明日を担
う才 能 の 発 掘と支 援を目的とした公 募 展「MEC 
Award‒Media Explorer Challenge Award‒」に、
17年情報デザイン卒業・清水はるかさんの、繊細な
描線による生き物たちを通して「生きること」に思いを
はせるアニメーション作品、『I’m Alive』が入選しま
した。本作品は2017年卒業制作として制作されたも
のです。

「1_WALL」展に卒業生がファイナリストへ選出
グラフィック界の次世代を担う若手を発掘することを
目的に、個展開催の権利をかけた公募展、第18回グ
ラフィック「1_WALL」展で、17年グラフィックデザイ
ン卒業・清水さんがファイナリストの6名に選出され
ました。1960-70年代のおもちゃの世界観を独自の
イラストレーションで展開する作品で、2月には銀座
のガーディアン・ガーデンで選出された６名によるグ
ループ展が開催されました。

第6回ヴァニラ画廊大賞で修了生が大賞受賞
アートシーンに新たな息吹をもたらす型破りな力作を
求める「第6回ヴァニラ画廊大賞」で、18年大学院工
芸専攻陶研究領域修了・今城芙美乃（鯨虎じょう）さ
ん（受賞時大学院２年）が大賞を受賞しました。

　トピックス
多摩美術大学 卒業制作展2018 
社会との繋がりを強く意識し、学生たちが主体的に企
画運営を行う卒業制作展が、今年も都心
部を中心に30を超える場で開催されまし
た。その一部がWebでご覧いただけます。

海外ブランドで学生作品がアジア唯一の商品化 
スウェー デンのインテリアファブリクスブランド
Svenskt Tennが主催する “Ten Textile Talents”に、
18年テキスタイルデザイン卒業・宇都宮琴音さん（実
施時４年）と18年大学院テキスタイルデザイン修了・
鵜戸春花さん（実施時大学院２年）が参加しました。
本企画には、世界から5大学、アジアからは唯一本学
が招かれ、各大学2名ずつが参加。本学の2名を含
む3名の作品が選ばれ、ファブリックやソファなどに
商品化されました。

景観デザインを提唱、民家リノベーション
18年環境デザイン卒業・矢野香澄さんが、卒業制作
として丘陵地の自然と調和する景観デザイン『やとみ

ちプロジェクト』を提唱し、同級生や後輩、工芸学科
の学生と共に谷戸（やと）の民家を約1年かけてリノ
ベーション。昨年2月に「第3回 横須賀まちづくりコ
ンペ」で優勝したことから発足したもので、NHKや東
京新聞など、多数のメディアで紹介されました。

昭和大学スクールバスを両学生がデザイン
昭和大学と本学グラフィックデザインの学生コラボに
より、昭和大学横浜キャンパス（横浜市緑区）で運行さ
れているスクールバスのラッピングデザインが完成し
ました。これは、2016年10月に締結された両校の
連携活動の一環として行われたもの。3月28日には

完成披露会が行われ、昭和大学保健医療学部生と下
司映一学部長から、本学の学生と教員に感謝状が贈
られました。今回新たに誕生したデザインは、グラ
フィックデザイン4年（実施時３年）・藤井南さんの「まごこ
ろ号」と同・山形理美子さん「せせらぎ号」の2台。同・
守谷槙さんが時刻表のデザインを担当しました。

八王子キャンパスにセブン-イレブンがオープン
4月4日、八王子キャンパスのグリーンホール棟内に
セブン-イレブン多摩美術大学店がオープン。映画の
前売券や各種スポーツ観戦・イベントなどのチケット
購入、セブンスポットの無料Wi-Fi、ATMも利用でき
ます。平日、土曜ともに8：00 ～20：00まで営業。

新入生向けにOG・OBがトークセッションを開催
入学時のオリエンテーションで毎年開催される「OG・
OBとのTalk Session」。今回はハイパーニットクリ
エイターの力石咲さん（04年情報デザイン卒業）、着物
とオブジェアーティストの重宗玉緒さん（06年テキス
タイルデザイン卒業）、劇場アニメーション『この世界
の片隅に』で演出助手を務めた三宅寛治さん（06年油
画卒業）の3名が招かれ、世界を舞台に活躍する先輩
の話に、新入生は熱心に耳を傾けました。
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本学を巣立ち、各分野の第一線で活躍中のアーティストによるグループ展

「E.O展」が、4月4日〜10日、日本橋三越本店で開催されました。第二回と
なる本展には、俳優・映画監督の竹中直人さん（グラフィックデザイン客員教
授│P7参照）や漫画家のしりあがり寿さん、アニメーション作家の加藤久仁
生さん（グラフィックデザイン客員教授│P3参照）ほか、統合デザイン・深澤直人
教授、同・永井一史教授、同・佐野研二郎教授、須田悦弘さん（彫刻客員教授）
など、画家だけでなく俳優や漫画家、デザイナーなど、世代もジャンルも超え
た幅広い顔ぶれが出品。他にはないラインアップに、多摩美らしい自由な世
界が広がる展覧会となりました。実は、本展を担当した日本橋三越本店の石
川嵩紘さんも、本学の出身。「反響が大きく、展示販売の方も上々でした」。
本展の名前の由来は八王子キャンパス学食の「イイオ食堂」。オアシス的存在
であるその名にふさわしく、７日に行われたギャラリートークには出品作家や
多くの大学関係者が集まり、学生時代やイイオ食堂の思い出話に尽きること
なく花を咲かせました。本展幹事の一人である統合デザイン・大場再生教授
は、「時代が変わっても、人の出会いは大切なことです。本展を通して先輩と
後輩が出会い、よりつながりが強まっていくよう願っています」と、次なる展
開に期待を寄せました。

謹んでお悔やみ申し上げ、ご冥福をお祈り致します。

　訃報
 

日本赤十字社と本学は、2011年から6年にわたって産学共同研究を進めて
きた背景から、児童養護施設「赤十字子供の家（日本赤十字社東京都支部運営、
武蔵野市）」が施設の老朽化に伴う建て替え工事を行うにあたり、2年前より
共同で『赤十字子供の家プロジェクト』を始動。インテリア部分を環境デザイ
ン・湯澤幸子准教授（推進リーダー）、園庭や沿道部分を同・吉村純一教授と
学生たち、他テキスタイルデザイン・髙橋正教授、グラフィックデザイン・山
形季央教授、同・佐賀一郎准教授と、計３学科・専攻の教員が中心となって
提案しました。2月1日に竣工し、既に新たな生活がスタートしています。今
回のプロジェクトは、単独の学科ではなく複数の学科を横断したことで、異な
る高い専門性を組み合わせて大きな成果を出すことができました。
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長澤英俊 客員教授
77歳
2018年3月24日

2004年〜 美術学部絵画学科油画専攻
　　　　  客員教授

宮崎進 名誉教授
96歳
2018年5月16日

1981年〜	美術学部絵画科油画専攻教授
1999年〜	名誉教授
2007年～	多摩美術大学美術館 名誉館長
	 周南市美術博物館 名誉館長
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金井千夏（プロダクトデザイン副手）

三浦あかり（プロダクトデザイン副手）

横井絵理子（プロダクトデザイン副手）

藤井真夢（プロダクトデザイン副手）

武智夏依（テキスタイルデザイン副手）

中野経子（テキスタイルデザイン副手）

安藤鋼介（環境デザイン副手）

榊原由実菜（環境デザイン副手）

新井梨沙（情報デザイン副手）

岳明（情報デザイン副手）

坂本千彰（情報デザイン副手）

浜田卓之（情報デザイン副手）

青島綾音（芸術副手）

山田詩音（統合デザイン副手）

遠藤良亮（共通教育副手）

大学院
金井学（助手）

陳芃宇（助手）
〔以上、2018年4月1日付〕

総合企画室
及川雄貴 書記

〔2018年2月1日付〕

学生部就職課
石原慎也 書記

附置芸術人類学研究所
新津厚子 常勤嘱託

〔以上、2018年3月1日付〕

総務部総務課
若松芳 書記

〔2018年4月1日付〕

新規採用
美術学部

八木幾朗 教授
絵画学科日本画専攻

 
髙柳恵里 教授
絵画学科油画専攻

外舘和子 教授
共通教育

大矢雅章 准教授
絵画学科版画専攻

清水淳子 講師
情報デザイン学科

山嵜雷蔵（日本画助手）

堀田千尋（油画助手）

塚田優（油画助手）

淵脇真理子（版画助手）

岡田育美（版画助手）

迫鉄平（版画助手）

山本直（工芸助手）

横山翔平（工芸助手）

岩本海（プロダクトデザイン助手）

小井沼桃（プロダクトデザイン助手）

柳下恵（テキスタイルデザイン助手）

麻生庸子（芸術助手）

細道航（芸術助手）

相澤なほ（統合デザイン助手）

原淳之助（統合デザイン助手）

小野晃太朗（演劇舞踊デザイン助手）

武田篤（演劇舞踊デザイン助手）

アディリジャンヌリマイマイティ
　（演劇舞踊デザイン助手）

寺岡瞳（演劇舞踊デザイン助手）

林晃司（共通教育助手）

堀口慎吾（日本画副手）

柴田彩乃（油画副手）

寺本明志（油画副手）

空閑渉（彫刻副手）

和賀碧（彫刻副手）

中山典大（工芸副手）

石井慎一郎（グラフィックデザイン副手）

石黒芽生（グラフィックデザイン副手）

桑原仁太（グラフィックデザイン副手）

小倉ひろみ、川崎和男、廣田尚子、福市
得雄、山中俊治
テキスタイルデザイン＝相澤陽介、新垣
幸子、伊藤志信、クレア・ジョンストン、
ジャック・レノー・ラーセン、関島寿子、
益田文和、皆川明、皆川魔鬼子
環境デザイン＝伊東豊雄、団塚栄喜、
中村好文、廣村正彰、藤江和子
情報デザイン＝伊藤俊治、上田壮一、小林
章、坂根厳夫、四方幸子、西山浩平、暦本
純一
芸術＝菊地信義、酒井忠康、高萩宏、
田窪恭治
演劇舞踊デザイン＝謝珠栄

大学院
馬越陽子、横尾忠則

〔以上、2018年4月1日付〕

評議員退任
室越健美
渡辺達正
近藤秀實

〔以上、2018年3月31日付〕

評議員就任
岡村桂三郎
小泉俊己
井上雅之

〔以上、2018年4月1日付〕

退職
美術学部

吉川真由 准教授（テキスタイルデザイン）

中野豪雄 講師（情報デザイン）

花牟禮有基（日本画助手）

村上佳苗（油画助手）

三ツ木陽介（油画助手）

渡部吉之（版画助手）

松井雅世（彫刻助手）

鞍谷一樹（彫刻助手）

鈴木泰三（工芸助手）

松田苑子（工芸助手）

堀池真美（グラフィックデザイン助手）

金晃平（グラフィックデザイン助手）

尾形達（プロダクトデザイン助手）

川村紗耶佳（プロダクトデザイン助手）

五味翔太（環境デザイン助手）

金スルギ（情報デザイン助手）

齋藤彰英（情報デザイン助手）

今井里沙（芸術助手）

橋口美佐（統合デザイン助手）

大野藍（共通教育助手）

小野寺史（グラフィックデザイン副手）

古川礼規（プロダクトデザイン副手）

後藤彩華（プロダクトデザイン副手）

松尾彩加（テキスタイルデザイン副手）

若月美萌子（テキスタイルデザイン副手）

松井萌真（テキスタイルデザイン副手）

本圖萌（環境デザイン副手）

青木聖也（情報デザイン副手）

鈴木結実菜（情報デザイン副手）

大学院
松村浩之（助手）

江村忠彦（助手）

附属美術館事務室
吉田公子 主事補

附置芸術人類学研究所
有馬智子 常勤嘱託
藤重菜香子 常勤嘱託

生涯学習センター事務部
嶋田紗千 常勤嘱託

〔以上、2018年3月31日付〕

附属図書館事務部
生野諭 主事

〔2018年4月30日付〕

附置芸術人類学研究所所長
鶴岡真弓

附置芸術人類学研究所
平出隆（所員）

港千尋（所員）

安藤礼二（所員）

生涯学習センター センター長
海老塚耕一

生涯学習センター
久保田晃弘（プロデューサー）

西岡文彦（プロデューサー）

名誉教授
米谷清和
室越健美
渡辺達正
近藤秀實

〔以上、2018年4月1日付〕

客員教授
美術学部

日本画＝國司華子
油画＝安齊重男、塩田純一
版画＝天野純治、河内成幸、小林裕児、
山本容子
彫刻＝青木野枝、須田悦弘、福永治
工芸＝天野裕夫、安藤泉、武田厚、藤田
政利、八田雅博
グラフィックデザイン＝葛西薫、加藤久仁
生、カリ・ピッポ、菊竹雪、佐藤可士和、
竹中直人、津山克則、三浦武彦
プロダクトデザイン＝アウグスト・グリッロ、

昇格
加藤良造 教授（日本画）

栗原一成 教授（油画）

佐竹邦子 教授（版画）

濱田芳治 教授（プロダクトデザイン）
〔以上、2018年4月1日付〕

美術学部長
野口裕史

大学院美術研究科長
本江邦夫

学科長
日本画＝岡村桂三郎
油画＝小泉俊己
版画＝古谷博子
彫刻＝水上嘉久
工芸＝井上雅之
グラフィックデザイン＝大貫卓也
プロダクトデザイン＝和田達也
テキスタイルデザイン＝髙橋正
環境デザイン＝岸本章
情報デザイン＝楠房子
芸術＝小川敦生
統合デザイン＝深澤直人
演劇舞踊デザイン＝金井勇一郎
共通教育＝諸川春樹

附属図書館長
平出隆

附属アートアーカイヴセンター所長
久保田晃弘

　2018年度入試結果

　2018年度学事日程

授業調整日について＝2012年度より単位制度の関わりから、必要な学修時間を確保するため、全ての
曜日において半期15週、通年30週の授業日数を確保しています。2018年度は次のとおり休日に授業
を行います。その一部を振り替えとして5月1日（火）、2日（水）に臨時休業日を設けました。
授業を行う祝日＝4月30日（月）、9月17日（月）、9月24日（月）、10月8日（月）、11月23日（金）

本年のオープンキャンパスのヴィジュアルデザインを大貫卓也教授
(グラフィックデザイン学科)が担当しました。催し内容など詳細は、
7月上旬に特設サイト上で公開予定です。

4月	 4日	 入学式

	 9日	 前期授業開始

7月	 14日	 オープンキャンパス×進学相談会（八王子キャンパス｜15日まで）

	 23日	 前期末試験（28日まで）

	 30日	 集中講義・補講（8月3日まで）

8月	 3日	 前期授業終了

	 4日	 夏季休業（9月1日まで）

	 11日	 校舎閉鎖期間（19日まで）

9月	 3日	 後期授業開始

11月	 1日	 創立記念日

	 2日	 八王子キャンパス芸術祭（4日まで）

12月	17日	 補講（22日まで）

	 25日	 冬季休業（1月4日まで）

1月	 15日	 年度末考査（21日まで）

	 21日	 後期授業終了

	 30日	 入試に伴う入構禁止期間（2月21日まで）

3月	 6日	 博士課程展（美術館｜23日まで）

	 21日	 美術学部卒業制作・大学院修了制作展（八王子キャンパス｜23日まで）

	 23日	 学位授与式（八王子キャンパス）

　人事異動
定年退職
2018年３月31日付で9名の方が定年退職されました。
長い間お世話になりました。

松下哲也 参事　附属メディアセンター事務部
入職以来9年間、大変お世話になりました。
業務を通じ、同僚はもとより多くの先生方や学生と触
れ合えたのは、私にとってとても貴重な時間でした。
印象的な出来事は、なんと言っても共通教育センター
の耐震に係る問題で、多摩美の底力で乗り切ることが
できました。多摩美の発展と多摩美生の活躍を心か
ら祈念しております。ありがとうございました。

米谷清和 教授　美術学部 絵画学科日本画専攻
多摩美では毎年の様に新しい才能に出会ってちょっと
嫉妬したり刺激と勇気を貰った日々だった。
これからもそれは続くのだろうな！
だから元気でいようと思います。

室越健美 教授　美術学部 絵画学科油画専攻
私は学生達から、かけがえのない大切なものを、長き
にわたり受け止めてきたと感じている。またそのよう
な環境にいられたことを多摩美術大学に感謝したい
と思う。去年の秋開催されたアートテークでの退職記
念展そして最終講義は、多摩美を退職するという自
分にとっての大きな節目を自覚させるものとなった。あ
りがとう！ 多摩美そして学生達。

高橋幸彦 教授　美術学部 絵画学科油画専攻
恩師、中根寛先生が、つねづね、70才が、絵描きに
とって、一番いい時だよと話されていた。定年の年で
ある。今、思うと、どのようなことなのかと聞いてみた
かった。自己をありのままに認め、ただただ、描くこと
ができるよということなのだろうと、この頃、そのように
思えるようになってきている。絵描きに、定年はない。

渡辺達正 教授　美術学部 絵画学科版画専攻
このたび定年により絵画学科版画専攻を退職致しま
した。
在職中は皆様のご支援とご協力によりまして充実した
48年間を過ごすことができましたことを深く感謝致し
ます。皆様のご健勝をお祈り申し上げます。
ありがとうございました。

撮影＝小山幸彦

山本博子 教授　美術学部 グラフィックデザイン学科
68年、大学紛争の終焉と共に上野毛キャンパスで青
春時代を過ごし、助手・副手、非常勤、専任を経て、
40年余りを当大学でお世話になりました。
瞳輝く学生と共に過ごした教員生活が刺激に満ち、愛
おしく感ずる年齢になってしまった事に感慨を深くして
おります。
在職時代、お世話になりました事心から感謝しており
ます。ありがとうございました。

謝珠栄 教授　美術学部 演劇舞踊デザイン学科

今野範子 主幹　附属図書館事務部

近藤秀實 教授　美術学部 共通教育
万華鏡の様な美術大学の姿、幻惑されっぱなしの
三十年間でした。今、陶淵明の「帰去来辞」の意味が、
身に染みて分かります。
そして、白楽天の「悲哉夢仙人、一夢誤一生」（悲しい
哉、仙を夢見る人、一夢、一生を誤る）とは、私の事か。
いずれにせよ、残された時間は、余りにも短い。如何せ
ん矣。嗚呼。

各入試結果はウェブサイト上で公開しています。
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多摩市落合1-33-1│10：00～18：00│火曜休館│大人＝300円 ／大・高校生＝200円

５月19日［土］～６月17日［日］ 
「宇宙（そら）に訊ねよ」

　多摩美術大学美術館

21世紀のレントゲン技術といえる「ミュオグラ
フィ」。宇宙からの素粒子「ミューオン」を用いた
この最新科学が、ファイン・メディア・CG・音響
という様々なアートとコラボレーションを果たし
ます。サイエンス＆アートの融合世界を発信する
art@CMSの米国出身作家が手掛ける、デジタル
ペインティングによる「ミュオグラフィ絵物語」と
も言うべき作品も発表。宇宙と大地そして人智
が交差するダイナミックなサイエンスと日本と欧
米の感性が響く空間をご体験ください。

　展覧会・公演
環境デザイン｜伊東豊雄 客員教授
クリエイションの未来展
第15回 伊東豊雄展 

「聖地・大三島を護る＝創る」
4月12日［木］〜6月17日［日］ 
LIXILギャラリー

日本画｜岡村桂三郎 教授
岡村桂三郎展─異境へ
4月21日［土］〜6月24日［日］ 
平塚市美術館

演劇舞踊デザイン｜野田秀樹 教授
NODA・MAP第22回公演  

「贋作 桜の森の満開の下」
9月1日［土］〜12日［水］ 
東京芸術劇場プレイハウス（東京公演）

10月13日［土］〜21日［日］ 
新歌舞伎座（大阪公演）

10月25日［木］〜29日［月］ 
北九州芸術劇場 大ホール（北九州公演）

11月3日［土･祝］〜25日［日］ 
東京芸術劇場プレイハウス（東京公演）

演劇舞踊デザイン｜糸井幸之介 講師
木ノ下歌舞伎「糸井版 摂州合邦辻」
2019年2月10日［日］、11日［月・祝］ 
ロームシアター京都 サウスホール
2019年2月15日［金］、16日［土］ 
穂の国とよはし芸術劇場PLAT 主ホール
2019年3月14日［木］～17日［日］ 
KAAT神奈川芸術劇場 大スタジオ

彫刻｜須田悦弘 客員教授
須田悦弘 ミテクレマチス
4月22日［日］〜10月30日［火］ 
ヴァンジ彫刻庭園美術館 

　表紙について

AC部活動スタートの場　本号の表紙の撮影が行われた共通教育棟3階フロアの窓際スペースは、
3年次で『俺は雀鬼』などを披露したのをきっかけに、４年次の芸術祭で『ユーロボーイズ』など
の映像作品をループ上映した、思い出の場所。「作品」として見てもらったという意味で、AC部活
動スタートの場なのだそうです。「いつも僕たちは行動するのが遅くて（笑）。申請した時には展示ス
ペースが２ヵ所しか残っていなかったんです（板倉さん）」。「たくさんの人が立ち止まって見てくれる
のを、影でこっそり見ながら喜んでいました（安達さん）」。結果的には、「不特定多数の人の目に留
まるフロアで披露できて成功につながった」と、二人は当時を振り返りました。　（撮影＝高橋聖英）

　アキバタマビ21

6月15日［金］〜7月23日［月］
第69回展

「ANIME SAKKA ZAKKA anthology」
短編アニメーション作品と、それを制作した作家
の魅力を伝えることを目的に結成したプロジェク
ト。本展では「ある日(One day)」をテーマに制
作した新作を上映し、制作過程も公開します。
出品作家＝小谷野萌、竹内泰人、中内友紀恵、
やまだみのり、幸洋子、若井麻奈美

タマビが運営する新しい創造の場　3331 Arts Chiyoda内にあるアキバタマビ21は、若いアー
ティストたちが展覧会を行うスペースです。卒業後のキャリア形成支援を目的としており、企画
から広報物・アーカイブ作成まで自ら手掛ける企画展を、年間約8回開催しています。
千代田区外神田6-11-14 3331 Arts Chiyoda 201・202│12：00〜19：00（金・土は20：00まで）│火曜休場│入場無料

ケルトの想像力 
 ─歴史・神話・芸術─

鶴岡真弓 著 
（芸術｜教授）

青土社 
2月23日刊｜3,600円＋税

筆ペンで楽しむ 
日本画のかわいい動物

千々岩修 監修 
（日本画｜准教授）

エイ出版社 
3月19日刊｜1,200円＋税

メディア・アート原論 
あなたは、いったい何を探し求めているのか？
久保田晃弘 共編（情報デザイン｜教授）
フィルムアート社 
3月24日刊｜1,700円＋税

渡辺達正 銅版画集
渡辺達正 著（名誉教授）
阿部出版｜3月1日刊｜6,000円＋税

装飾デザインを 
読みとく 
30のストーリー
鶴岡真弓 著 

（芸術｜教授）
日本ヴォーグ社 
5月16日刊｜2,800円＋税

68TH STREET
上田義彦 著 

（グラフィックデザイン｜教授）
916 Press 

4月21日刊｜10,000円＋税


